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 構造物のヘルスモニタリングは，センサによる長期的な観測結果から有意義な情報を抽出することにあ

る．構造物をシステムとして考えれば，モニタリングは，入力や出力を監視してシステムの特性の変化を

捉えると考えることができる．本研究では，モニタリングの汎用化や自動化を検討する上で，出力である

構造物の応答加速度から入力となる外力を自動で判別する方法とシステムの特性である卓越振動数を自動

で抽出する方法として，振動数評価を行う際にスペクトルを分割して評価する手法を提案する． 
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1.  はじめに 

 

構造物のヘルスモニタリングは，センサによる長

期的な観測結果から有意義な情報を抽出することに

ある1),2)．構造物をシステムとして考えれば，モニ

タリングは，入力や出力を監視し，システムの特性

の変化を捉えることである．本研究では，モニタリ

ングの汎用化や自動化を検討する上で，出力である

構造物の応答加速度から入力となる外力を自動で判

別する方法とシステムの特性である卓越振動数を自

動で抽出する方法として，振動数評価を行う際にス

ペクトルを分割して評価する手法を提案する． 

 

 

2．応答加速度を利用した外力判別方法 
 

(1) 外力判別の目的 

センサの応答には，常時微動，地震，流体力（水，

風等），交通振動等の物理現象の他に，電気的なノ

イズ等様々なものが混在しているため，ヘルスモニ

タリングを行うためには，外力特性と構造物の特性

を信号処理等を利用してそれぞれ評価をする必要が

ある．通常，センサの選定は目的とする外力に対応

するように選定されるが，昨今のセンサデバイスや

AD 変換等の技術向上は目覚ましく，振幅レベルや

対象振動数範囲等において様々な外力に対応できる

センサが開発されている．また，信号処理の方法も

様々開発されており，外力の特性に合わせた評価方

法が検討されている 3),4)．このため，運用において

外力が分かる場合は，その外力に対する評価手法を

適用することで，モニタリングシステムの多機能化

を行うことが可能となり，高付加価値なシステムを

構築できると考えられている 5)．外力を判別する際

に，センサ応答のみでなく画像等を併用する方法も

考案されている 6)． 

 

(2) 外力判別手順の概要 

外力判別は以下に行う指標を組み合わせて行う．

なお，適用事例としては文献5)に示すような，橋脚

天端に設置された加速度応答に対して適用した内容

を記載する．  

a) ピークファクタ 

 波形においてスパイクノイズが生じていないかを

判別する方法を以下に示す．大きなスパイクノイズ

は最大値や平均といった統計指標に影響する，また，

トリガー計測を行う場合は，異常なトリガーとなる． 

収録加速度波形を T 秒ごとの区間と考え，p 区間

目の m（=T/dt）個のサンプルによる最大値と標準
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偏差を以下の式で求める．  
 𝑚𝑎𝑥ሾ𝑥ሷ ሿ௣ ൌ 𝑚𝑎𝑥ൣห𝑥ሷ௣ା௜ห൧ 𝑖 ൌ 1,2, ⋯ , 𝑚 

 𝑚 ൌ 𝑇 𝑑𝑡⁄   𝑝 ൌ 1,2, ⋯                                                          (1) 

 𝑟𝑚𝑠ሾ𝑥ሷ ሿ௣ ൌ ට ଵ

௠
∑ ሺ𝑥ሷ௣ା௜ െ 𝑥ሷ̅ሻଶ௠

௜ୀଵ 𝑖 ൌ 1,2, ⋯ , 𝑚 

 𝑚 ൌ 𝑇 𝑑𝑡⁄   𝑝 ൌ 1,2, ⋯    (2) 

ここで，| |は絶対値を表わし，max[ ]，rms[ ]はそれ

ぞれ最大値，標準偏差を求める手順である．標準偏

差と最大値の比から以下のようにピークファクタを

求める．
 

 𝑃𝑒𝑎𝑘𝐹ሾ𝑥ሷ ሿ௣ ൌ
௠௔௫ሾ௫ሷ ሿ೛

௥௠௦ሾ௫ሷ ሿ೛
  (3) 

閾値として𝑒௣を以下のように設定する． 

 𝑃𝑒𝑎𝑘𝐹ሾ𝑥ሷ ሿ௣ ൌ ൝
൐ 𝑒௣ スパイクノイズ無

൑ 𝑒௣ スパイクノイズ有
  (4) 

ただし，𝑒௣はセンサの温度特性等からあらかじめ

決める値となる． 

b) 振動数成分の比較 

 図-1 に示すように，地震応答によるスペクトルと

交通振動によるスペクトルでは含まれる振動数帯が

相違する．このような，振動数成分の違いを利用し

て外力判別をする方法を提案する． 

加速度時系列波形を𝑥ሷとして，p 区間目の加速度

時系列応答 をフーリエ変換して以下のフーリエス

ペクトルを算出する． 

 𝐹௑ᇱ೛ሷ ሺ𝜔ሻ ൌ ׬ 𝑥ሷ
ఠಿ మ⁄

଴
ሺ𝑡ሻ𝑒ି௜ఠ௧𝑑𝑡  (5) 

ここで，ω は角振動数，𝜔ே ଶ⁄ ൌ 𝜋 𝑑𝑡⁄ でナイキスト

角振動数である．パワースペクトルは， 

 𝑆௑ᇱ೛௑ᇱ೛ሷ ሺ𝜔ሻ ൌ
ฬி೉ᇲ೛ሷ

ሺఠሻฬ
మ

ଶగ்
  (6) 

パワースペクトルを累積したものを以下のように累

積パワースペクトルとして算出する． 

 𝐼௣ሺ𝜔ሻ ൌ ׬ 𝑆௑ᇱ೛௑ᇱ೛ሷ ሺ𝜔ሻ𝑑𝜔
ఠಿ మ⁄

଴
  (7) 

ハイパスフィルタのカットオフ振動数を𝜔௘௟設定し，

式(7)の累積スペクトルにおいて，𝜔௘௟より高周波の

スペクトルを以下のように累積する．
 

 𝐼௛,௣ሺ𝜔ሻ ൌ ׬ 𝑆௑ᇱ೛௑ᇱ೛ሷ ሺ𝜔ሻ𝑑𝜔
ఠಿ మ⁄

ఠ೐೗
  (8) 

スペクトル全体の中で高周波がどの程度含まれるか

を式(7)と式(8)を利用して以下のように算出する． 

 𝑞௘௟,௣ ൌ
ூ೓,೛ሺఠሻ

ூ೛ሺఠሻ
  (9) 

閾値として𝑞௘௧を定め以下の判定基準で判別する． 

 

 
図-1 地震スペクトルの特性 

 

図-2 判定例 

 

𝑞௘௟,௣ ൏ 𝑞௘௧のとき p 区間内の波形に地震外力有 

𝑞௘௟,௣ ൒ 𝑞௘௧のとき p 区間内の波形に地震外力無 

  地震外力有と判定された場合は，近接する地震

外力有りの区間を全て接続して地震波形を作成し，

地震振動解析を行う．閾値については，構造物の特

性等を考慮して設定する．上記手法はデジタルフィ

ルタを利用しても実装することができる．  

c) 応答の大きさ 

 橋梁等の荷重に抵抗する構造物において，交通振

動や地震による応答は，微動応答に比して大きい．

そこで，応答の大きさの相違を利用して微動応答を

判別する方法を示す． 

加速度波形時系列𝑥ሷの標準偏差は式(2)で求めるこ

とができる．閾値𝑒௧と定めれば，以下のように判別

できる．  

𝑟𝑚𝑠ሾ𝑥ሷ ሿ௣ ൌ ൝
൐ 𝑒𝑡 交通外力有

൑ 𝑒𝑡 交通外力無
                (10) 

より信頼性を向上する場合，判定不能とする区間を

𝑒௤௧で定め，以下のように判定不能判定を行う． 

𝑒௧ െ 𝑒௤௧ ൏ 𝑟𝑚𝑠ሾ𝑥ሷ ሿ𝑝 ൏ 𝑒௧ ൅ 𝑒௤௧のとき判定不能 

交通外力有と判定された場合は，近接する交通外力

有りの区間を全て接続して交通（列車）波形を作成

し，交通振動解析を行う．図-3 に判別例を示す． 

d) 非定常性平均 

微動波形の利用不可な波形としてドリフトが大き

く生じている波形を以下の方法で除去する． 
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図-3 交通振動と微動応答の判別例 

 

微動加速度波形のp区間の平均値を以下のように

求める． 

 𝑚𝑒𝑎𝑛ሾ𝑥ሷ ሿ௣ ൌ
ଵ

௠
∑ 𝑥ሷ௣ା௜

௠
௜ୀଵ  𝑖 ൌ 1,2, ⋯ , 𝑚  (11) 

p区間内で，区間を2つとりそのサンプル数を 𝑙∃ , 𝑘

として，ドリフト量を以下のように定義する． 

 𝑞ሺ௟,௞ሻ,௣ ൌ
|௠௘௔௡ሾ௫ሷ ሿ೗ି௠௘௔௡ሾ௫ሷ ሿೖ|

ሺ௞ି௟ሻ௠
  (12) 

 一般的に波形の最初l個と最後k個とするのがよい．

閾値を𝑞ௗ௧利用して以下のように判定を行う． 

 𝑞ሺ௟,௞ሻ,௣ ൌ ቊ
൐ 𝑞ௗ௧ ドリフト無

൑ 𝑞ௗ௧ ドリフト有        (13) 

ただし，𝑞ௗ௧はセンサの温度特性等からあらかじ

め決める値である．ドリフト有の波形についは，利

用しないとともに，波形の確認を行いセンサの故障

等も含めて対処する． 

e) 微動応答の大きさ 

増水や強風時の応答は，列車振動に対しては，強

風時の応答のように2オーダー程度低い応答になる

が，通常の常時微動に対しては大きな応答が生じる．

微動が大きくなればS/N比が大きくなり，また，構

造物の特性が明確に表れるようになり，信頼性の高

い解析を行うことが可能となる． 

微動加速度波形が得られた場合，連続した時間軸

において式(2)を利用して標準偏差を算出する．  

基準となる振動レベルを𝑒௔௧と𝑒௕௧を決め，以下のよ

うな判定を行う． 

 
𝑟𝑚𝑠ሾ𝑥ሷ ሿ௣ ൌ

⎩
⎨

⎧ ൏ 𝑒௔௧  利用不可

൐ 𝑒௔௧, ൏ 𝑒௕௧常時微動 

൒ 𝑒௕௧   外力有  
  (14) 

常時微動判定となれば，常時微動を利用した解析を

行う．また，外力有の場合は，増水や強風時の応答

解析を行う．閾値𝑒௔௧はセンサの自己ノイズや量子

化の解像度等のシステム性能を考慮して設定を行う．

閾値𝑒௕௧はフィールドにおける環境や構造物特性を

評価して決める． 

 

 

4. 卓越振動数抽出方法 
 

(1) 手法の目的 

構造物のヘルスモニタリングにおいてはセンサデ

ータから構造物の状態が変化したことを検知する方

法が必要となる．近年ではオートエンコーダーなど

深層学習を応用した AI 技術を適用して異常を検知

をする手法の研究があり，構造特性を考慮したシミ

ュレーションモデルを想定したモニタリング手法も

提案されている．応答のみから異常を検知する上で

は，構造物の固有振動数の変化から健全度を判定す

る方法が考えられる．しかし，実際の構造物で得ら

れる応答は多自由度応答であり，そのスペクトルに

は複数の卓越振動数がみられる．また，卓越する振

動数は外力の状況において，どのピークが卓越する

かが変化する．このため，特定の振動数範囲を探索

して振動数を決める場合は，外力の変化および健全

性の変化によって振動数が変化することに対して追

随できない可能性がある．そこで，多自由度応答か

ら複数の卓越振動数を評価するための振動数範囲の

分割方法とその評価方法として，算出した累積スペ

クトルを回帰することで分割する方法（以下，回帰

クロス法と呼ぶ）を提案する． 

 

(2) 手法の概要 

 連続的に計測された加速度応答波形から継続時間

T の波形𝑥ሷを切り出す．切り出した微動波形をフー

リエ変換し以下のパワースペクトル密度を計算する． 

Φሺ𝜔ሻ ൌ
ଵ

்
|𝐹ሺ𝜔ሻ|ଶ                    (15) 

ここで，ω：外力の角振動数． 

各振動数に対してパワースペクトル密度の大きさ

が自己ノイズ以上の振動数を抽出し，それ以外の振

動数は 0 としたΦഥሺ𝜔ሻとする．自己ノイズの値はセ

ンサ性能に応じて設定するが，デフォルトとして

10-10 としている．抽出された振動数のパワースペク

トル密度を累積し，累積パワースペクトルを文献 3)

の方法を利用して以下のように累積する．  

I௫̅ሺ𝜔ሻ ൌ
׬

ಅ ሷೣ
ഘరௗఠ

ഘ೓
ഘ೗

ூೣሺஶሻ
                          (16) 

I௫̅ሶ ሺ𝜔ሻ ൌ
׬

ಅ ሷೣ
ഘమௗఠ

ഘ೓
ഘ೗

ூ ሶೣ ሺஶሻ
                   (17) 
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図-4 累積スペクトルの回帰結果 

 
図-5 実際の微動波形 

 
図-6 振動数の評価事例 

 

ここで，ωl および ωh は外力特性やセンサ性能等

から決まるバンドパスフィルタで，累積スペクトル

の形状から適宜決定する．以下の正規化を利用する．  

𝐼௠௘௔௡ሺ𝜔ሻ ൌ
୍̅ೣሺఠሻା୍̅ ሶೣ ሺఠሻ

ଶ
       (18) 

算出した累積スペクトルに対して以下の式を適用

して回帰を行う． 

𝐼௠௘௔௡ሺ𝜔ሻ ൌ 𝛼𝜔ଶ ൅ 𝛽𝜔                   (19) 

関数の性質上，高振動数成分が多い場合パラメー

タ α が正（下に凸），低振動数成分が多いと α が負

（上に凸）の形状になる．中立的な場合は直線回帰

となる．累積スペクトルと回帰結果の交点を求める

が，累積スペクトルに対して回帰式からの差を求め

た場合，面積がマイナスからプラスに転じる振動数

がスペクトルの谷となり，プラスからマイナスに転

じる振動数がスペクトルにピークとなる． 

 

(3) 手法の適用事例 

まずは，3Hz，6Hz，12Hz のピークを持つサイン

波の重ね合わせ波形を利用する．波形から得られる

パワースペクトルを式(18)を利用して累積すると図-

4 のようになるが，これに式(19)を利用して回帰を

行った結果を合わせて示している．赤枠で囲った交

点がスペクトルの谷であることがわかり，この振動

数でスペクトルを分割する．この分割点を境界にし

てそれぞれの振動数範囲で文献 3)などの手法で卓越

振動数を決める．次に文献 6)において実際の応答に

適用した事例であるが，図-5には，橋脚天端に設置

した加速度計による橋軸直角方向の波形およびパワ

ースペクトルから求めた累積スペクトルを示した．

なお，ωl は 3Hz，ωh は 20Hz としている．回帰スペ

クトル法を長期の微動波形に適用すれば，図-6 に示

すような複数の卓越振動数を指標とできる． 

 

 

4. 結論 
 以下に結論を整理する． 

・応答加速度のみから構造物に入力された外力を判

別する手法を提案した．  

・加速度応答から得られる累積スペクトルを回帰し

て分割することで，複数の卓越振動数を客観的か

つ自動で抽出する方法を提案した． 

 

参考文献 

1) 鋼構造工学委員会鋼橋の性能照査型維持管理とモニタ

リングに関する調査研究小委員会：鋼橋の性能照査型

維持管理とモニタリング，土木学会，2019. 

2) モニタリングシステム技術研究組合：土木構造物のた

めのモニタリングシステム活用ガイドライン（案），

2019 .12，<https://raims.or.jp/ >（入手 2020.4.13） 

3) 阿部雅人，藤野陽三：不規則外力に対する加速度記録

からの最大応答変位推定，土木学会論文集 A，Vol.66， 

No.3，pp.477-490，2010. 

4) 渡邊諭，佐溝昌彦，淵脇晃，杉山友康：微動から得ら

れる固有振動数を用いた増水時の橋脚健全度評価，鉄

道総研報告，Vol.21，No.1，2007. 

5) 杉崎光一，増井洋介，堀合聡，阿部雅人，阿部允，島

村誠：傾斜センサを用いた洗掘モニタリングシステム

の開発，第 14 回鉄道力学シンポジウム，2010. 

6) 竹谷晃一，吉田純司：一般自動車と動画像分析を活用

した低速走行車に対応した B-WIM の提案，鋼構造年

次論文報告集，Vol.27，No.85，pp.665-672，2019. 

7) 野村泰稔，井田一晟，宮地翼，宮本学，菅真人：深層

学習に基づく配管バルブの健全性モニタリング，土木

学会論文集 F6，Vol.72，No.2，pp.I_183-I_190，2016. 

8) 欅建典，鈴木修：橋脚の健全度モニタリングが可能な

新しい洗掘検知装置の開発， JR EAST Technical 

Review No.45，pp.53-58，2013. 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

 累積スペクトル
 回帰結果

基
準

累
積

ス
ペ

ク
ト

ル

振動数[Hz]

2 4 6 8 10 12 14
0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1
回帰結果

振動数[Hz]

基
準

化
累

積
ス

ペ
ク

ト
ル

 

 

累積

回帰

2015/12/24 00:00 2015/12/26 00:00 2015/12/28 00:00 2015/12/30 00:00
1

2

3

4

5

6

7

振
動

数
[H

z]

日時

 振動数1  振動数2  振動数3

0

10

20

30

40

50

積
雪

深
[c

m
]

- 84 -



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲: 全てのページ
     フォント: Times-Roman 10.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 28.35 ポイント
     前置文字列: - 
     後置文字列:  -
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
      -
     BC
     - 
     1
     81
     TR
     1
     0
     746
     276
    
     0
     1
     10.0000
            
                
         Both
         5
         AllDoc
         333
              

       CurrentAVDoc
          

     0.0000
     28.3465
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     4
     3
     4
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



